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3 MAR ４ 

氷
、雪
、と
け
た
ら 

　
　
　
　
春
に
な
る 

　
も
の
の
芽
が
「
張
る
」
、
氷
が

と
け
た
ら
、
自
然
現
象
は
「
水
」

だ
が
「
春
」
。
去
る
二
月
は
あ
い

つ
ぐ
日
本
列
島
、
大
豪
雪
。
だ
が
、

暦
は
確
か
に
弥
生
三
月
。
”ほ
た
る

の
光
、
ま
ど
の
雪
…
”
学
校
は
卒

業
式
。
隣
近
所
の
お
世
話
当
番
役
も
、

老
妻
の
尽
力
で
任
務
完
了
。
▼
二

月
で
の
特
記
事
項
は
２
／
11
、
立

花
町
文
化
連
盟
、
郷
土
史
部
会
発

表
会
よ
り
の
招
待
。
テ
ー
マ
は
『
矢

部
川
物
語
』
（
川
の
恵
み
）
①
流

域
祭
祀
22
ヵ
所
水
天
宮
＝
発
表
者

橋
本
泰
州
氏
②
水
力
発
電
・
点
灯

＝
鶴
隆
治
郎
氏
③
紙
漉
き
＝
大
石

官
氏
④
棚
田
＝
井
上
精
氏
。
補
足
「
風

神
」
に
つ
い
て
＝
仁
田
原
石
義
氏
。

総
括
的
に
奥
八
女
矢
部
川
源
流
よ

り
５
８
・
３
㎞
、
水
流
と
共
に
生

き
て
流
れ
る
歴
史
へ
の
『
温
故
知
新
』

論
を
少
々
語
る
。
世
話
代
表
平
島

格
氏
の
尽
力
。
ご
婦
人
方
の
温
情

あ
ふ
れ
る
接
待
に
感
謝
感
服
。
▼

こ
こ
で
井
上
さ
ん
よ
り
、
98
歳
で

逝
去
の
尊
父
遺
稿
『
北
鮮
脱
出
記
』

を
拝
受
、
一
読
。
”38
度
線
道
な
き

雪
の
山
道
を
泣
く
子
励
ま
す
親
も

泣
き
声
”
”我
が
住
み
し
釈
王
寺
今

遥
か
な
り
母
の
墓
に
雪
積
む
こ
ろ
か
”

巻
末
に
、
井
上
さ
ん
の
短
歌
十
首
。

改
め
て
、
戦
争
の
惨
劇
、
平
和
の

尊
さ
…
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。
▼

２
／
18
、
老
人
ク
ラ
ブ
鶴
寿
会
一

泊
肥
後
植
木
町
温
泉
へ
。
帰
途
、

相
良
観
音
礼
拝
。
み
や
げ
店
横
の

詩
碑

”鈴
を
ち
ろ
ち
ろ
小
首
に
か

け
た
相
良
帰
り
よ
、
馬
が
行
く
、

小
鈴
、
小
鈴
の
音
で
行
く
” 

春分の日 
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十二単衣と束帯姿の結婚式・ 
おひなさまパレード・願い雛 
（福島八幡宮・白壁の町並み・八女公園） 
 

 

べんがらの日（べんがら村） 
大浴場お一人様300円 

和服でめぐる八女のまち・ 
あなたもお雛様に変身 
　 （白壁の町並み界隈・堺屋） 
 

和服でめぐる八女のまち・ 
あなたもお雛様に変身 
　  （白壁の町並み界隈・堺屋） 

市民芸能のつどい 
　 　　　　 （サザンクス筑後） 
 
 

べんがらの日（べんがら村） 
大浴場お一人様300円 

  

 

人権映画上映会 
　 　　　　 （サザンクス筑後） 
 

八女軽トラ市9：30～13：00 
　　  （八女観光物産館駐車場） 

和服でめぐる八女のまち・ 
あなたもお雛様に変身・ 
おひなさま供養祭 
（白壁の町並み界隈・堺屋・福島八幡宮） 

採燈大護摩供（星野村・麻生神社） 
おひなさまの茶会（茶の文化館） 
ちっごマラソン大会 

不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 

お風呂の日 
　　　　　（グリーンピア八女） 
　　　　　　　（温泉館きらら） 
　　　　　　　（不動温泉八女） 
　　　　　　　　　（公園の宿） 
　　　　　　　　（べんがら村） 

   

  無料法律相談13：30～・要予約 
（八女民主商工会）124-2727 
 

松尾弁財天縁日（立花町） 
 

  なんでも人権相談所 
  （筑後市勤労者家庭支援施設） 
 

 

 

 なんでも人権相談所 
　 　　 （八女市社会福祉会館） 
 

 

23 23日 

赤口 

30 30日 

先勝 

24 24日 

先勝 

31 ３月１日 

先負 

八女軽トラ市9：30～13：00 
　  （八女観光物産館駐車場） 

唐津ツーデーマーチ 
　　　　　　  （八女歩こう会） 

 

定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161 
 

べんがらの日（べんがら村） 
大浴場お一人様300円 

詩
人 

椎 

窓   

猛 

心配ごと相談（八女市） 

八女市社会福祉会館　３月５日・19日 
黒 木 町 ふ じ の 里　３月５日・19日 
上陽町地域福祉センター　３月12日・26日 
立 花 町 か が や き　３月12日・26日 
 
法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　３月14日 
黒 木 町 ふ じ の 里　３月７日 
上陽町地域福祉センター　３月28日 

司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里　３月14日 
八女市社会福祉会館　３月28日 
 
筑後市 

心配ごと相談 
　毎週木曜日／総合福祉センター 
健康に関する総合相談 
　毎週金曜日／筑後市立病院 

くろぎふるさと日曜市　毎週日曜日 
上陽ふるさと市　　　　毎週土曜日 

○読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎週土曜日　午後２時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第２土曜日　午前11時～ 
○赤ちゃん読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎月第３水曜日　午前11時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第４木曜日　午前11時～ 
 

クラッシーのバックナンバー（2010.1.1号より）が 
インターネットでご覧になれます。 
「デジタルシティやめ」→クラッシー→検索 

ふれあいひろば 
　 　　　　　　　 （サンコア） 

川　病院ミニ健康教室 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 

２ 2014年3月1日 

呟き 

子
育
て
奮
闘
記 

⑤ 

＆ 
Ｑ 

Ａ 

「
み
ん
な
の
子
育
て
奮
闘
記
」よ
り 

抜
粋
。こ
の
本
の
ご
購
入
、お
問
い 

合
わ
せ
は
幸
輪
保
育
園（
筑
後
市
　 

1
０
９
４
２
―

５
３
―

０
１
７
５
）迄 

　　人生史サークル黄櫨の会様 
新年おめでとうございます。かさねて、新春特別号ご発刊お喜び申し上げます。拙文まで載
せていただいてありがとうございました。家内に素直に感謝できたと思います。家族から
も喜んでもらいました。 
　全編たいへん感銘深く読ませて頂きました。短い文章の背景に、いかに豊かで多彩な人
生が潜められているか。生きることの意義、重さを感じました。 
　それにしても、私が高齢の部類と思いきや、多くの先輩の中には二十歳も上の方がおられ、
いまだ社会貢献を考えておられるのには、励まされました。 
　また、ご当地の方々の文章からは、深く郷土を愛し、誇りにする気持ちが伝わって参ります。
さすれば、「黄櫨」発刊以来17年余も続いておられるのだと思います。このような活動は、他
にあまり例がないのではないでしょうか。 
　本誌を読んでいただいた方々からは、たいへん勉強になったという感想が寄せられてい
ます。私も新年にふさわしい贈り物が出来たと、誇らしく思っています。ほんとうに、あり
がとうございました。 
　機会がありましたら、またお誘いください。 
　貴会がますます発展されますことを、ご祈念申し上げます。 

　　　　　　　　平成26年1月5日　　　　　　　　福島県郡山市　勝間田  敏男 

県外を含む52名が、人を愛し、ふるさとを慈

しみ、新しい年を力強く生きる決意を綴っ

ています。世代を越えて心豊かに生きるヒ

ントを与えてくれるものと思います。 

ぜひご一読下さい。 
 
　　B6版118頁　1冊500円　送料120円 

　　お申し込み　㈱東兄弟　八女市祈祷院563 

　　　　　　　　　　　　　10943-24-2111

 

Ｑ   

８
歳
の
男
の
子
で
す

が
、
今
も
甘
え
て
き
ま
す
。

い
つ
ま
で
、
ベ
タ
ベ
タ
甘
え

さ
せ
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。
マ
ザ
コ
ン
に
な
ら
な
い

か
心
配
で
す
。 

  

Ａ   

甘
え
て
き
た
時
、
つ

い
「
赤
ち
ゃ
ん
じ
ゃ
な
い
ん

だ
か
ら
！
」
「
甘
え
な
い

で
！
」
と
厳
し
い
一
言
を
発

し
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
で

す
か
？
こ
う
い
う
厳
し
い
言

葉
は
、
子
ど
も
の
気
持
ち
を

押
し
返
し
て
心
の
距
離
を
離

す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。 

　
い
く
つ
に
な
っ
て
も
親
に

甘
え
た
い
時
っ
て
あ
り
ま
す

よ
ね
。
中
高
生
に
な
っ
て
も
、

子
ど
も
が
困
っ
て
い
る
時
や

不
安
な
時
は
、
ギ
ュ
ッ
と
肩

を
抱
き
し
め
た
り
す
る
こ
と

が
、
ど
ん
な
に
安
心
と
勇
気

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
小
学
生
だ
っ

た
ら
な
お
さ
ら
、
や
さ
し
く

受
け
止
め
て
く
れ
る
お
母
さ

ん
の
安
心
基
地
の
存
在
は
大

き
い
と
思
い
ま
す
。 

　
大
東
寺
絵
手
紙
教
室
は
、

地
域
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

一
環
と
し
て
発
足
し
ま
し
た

が
、
現
在
は
地
域
を
問
わ
ず
、

15
名
、
月
に
一
回
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
私
は
中
学
の
図
工

の
時
間
以
来
の
絵
具
と
の
付

き
合
い
で
す
が
、
大
坪
先
生

の
指
導
の
お
陰
で
少
し
ず
つ
、

描
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

下
手
で
も
描
い
た
絵
ハ
ガ
キ

を
自
分
で
見
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
絵
の
話
、
料
理
、
健

康
維
持
と
、
皆
さ
ん
の
話
題

は
豊
富
で
す
。
会
場
を
提
供

し
て
下
さ
っ
て
い
る
大
東
寺
、

指
導
の
先
生
、
そ
し
て
教
室

の
皆
さ
ん
に
出
会
っ
て
感
謝

で
す
。 

   
高
齢
社
会
の
光
と
影 

　
医
療
の
充
実
、
医
療
機

器
の
著
し
い
発
達
、
予
防

医
学
の
進
歩
、
社
会
保
障

制
度
の
充
実
な
ど
が
高
齢

化
時
代
に
貢
献
し
て
き

た
。
最
近
は
周
り
を
見
回

し
て
も
70
台
80
台
の
元
気

に
活
躍
し
て
い
る
人
は
至

っ
て
多
く
「
人
生
80
年
」

時
代
の
到
来
と
言
え
る
。 

　
こ
の
現
象
は
全
世
界
で

見
ら
れ
る
が
、
日
本
の
場

合
は
高
齢
化
ス
ピ
ー
ド
が

極
め
て
速
く
、
今
後
は
全

く
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

時
代
に
突
入
し
て
い
く
の

は
確
か
だ
。 

　
老
人
が
少
な
か
っ
た
時

代
は
還
暦
、
古
希
、
喜

寿
、
傘
寿
、
米
寿
、
卆
寿

な
ど
そ
の
都
度
祝
っ
て
き

た
が
、
今
、
還
暦
は
老
人

の
部
類
に
も
入
ら
ず
、
古

希
も
稀
な
ら
ず
だ
。 

　
反
面
、
長
寿
社
会
に
は

逃
れ
ら
れ
な
い
〔
老
〕
の

重
荷
が
あ
る
。
数
々
の
老

病
（
老
人
病
症
候
群
）
と

向
き
合
わ
ね
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
の
も
事
実
だ
。 

　
そ
の
一
つ
で
あ
る
認
知

症
も
他
人
ご
と
で
は
な
く

な
っ
て
き
た
。
症
状
が
良

く
な
ら
ず
進
行
の
一
途
を

辿
る
だ
け
に
余
計
に
厄
介

だ
。
し
か
も
誰
で
も
罹
る

可
能
性
が
あ
る
。 

　
脳
器
質
に
変
化
を
来
た

す
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
が

最
も
多
く
認
知
症
の
約
半

数
を
占
め
る
が
他
に
も

色
々
な
原
因
で
起
こ
り
症

状
も
多
彩
だ
。
80
歳
以
上

に
な
れ
ば
３
〜
４
人
に
１

人
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
単
な
る
意
識
レ
ベ
ル

低
下
だ
け
で
あ
れ
ば
周
り

に
迷
惑
も
か
け
な
い
が
、

妄
想
、
暴
力
・
暴
言
、
徘

徊
、
失
禁
、
漏
便
な
ど
の

周
辺
症
状
が
酷
く
な
る
と

家
族
で
面
倒
が
見
き
れ
ず

施
設
の
厄
介
に
な
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
認
知
を
遅
ら

せ
る
薬
も
あ
る
が
今
の
所

効
果
は
定
か
で
は
な
い
。

社
会
や
家
族
が
ど
う
付
き

合
っ
て
い
く
の
か
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

　
健
康
長
寿
は
望
む
と
こ

ろ
だ
が
、
こ
の
厄
介
な

「
負
」
の
面
も
直
視
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
の

老
人
施
設
は
何
処
も
順
番

待
ち
の
盛
況
で
、
多
く
の

待
機
者
が
居
る
と
聞
く
。

施
設
も
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足

で
満
足
な
介
護
も
出
来
な

い
状
態
だ
。 

　
５
万
人
は
居
る
と
言
わ

れ
る
１
０
０
歳
長
寿
者
も

そ
の
８
割
は
殆
ど
が
「
寝

た
き
り
」
で
あ
れ
ば
長
寿

国
が
泣
く
。 

　
如
何
に
周
り
に
面
倒
も

掛
け
ず
美
し
く
老
い
る
か

が
最
近
は
話
題
に
も
な
っ

て
き
て
い
る
。
歳
に
逆
ら

わ
ず
あ
る
が
ま
ま
に
受
け

入
れ
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
エ
イ

ジ
ン
グ
こ
そ
人
生
の
美
学

と
言
え
よ
う
か
。 林

　
榮
一 

（
医
師
・
八
女
市
立
花
町
） 

健
康
万
歳
　
⑥ 

 

　
　
　
利
休
に
た
ず
ね
よ 

 

　
映
画
「
利
休
に
た
ず
ね
よ
」
を
見
た
。

美
し
い
も
の
に
惹
か
れ
る
と
古
壁
す
ら

も
美
し
く
見
え
る
…
と
、
利
休
は
美
し

い
も
の
に
妥
協
せ
ず
、
美
し
い
も
の
を

尊
ん
だ
。
茶
室
、
茶
道
具
、
茶
花
、
侘

び
寂
び
。
歴
史
上
の
千
利
休
の
人
生
に

加
え
て
、
物
語
は
茶
道
に
進
む
以
前
の

若
い
頃
の
利
休
に
移
る
。
さ
ら
わ
れ
て

き
た
高
麗
女
性
の
美
し
さ
に
利
休
は
心

を
奪
わ
れ
た
。
彼
女
を
救
う
べ
く
一
緒

に
逃
亡
を
図
る
。
追
い
詰
め
ら
れ
た
海

辺
の
小
屋
で
彼
女
と
最
後
の
時
を
過
ご

す
利
休
は
、
「
捕
ま
る
く
ら
い
な
ら
死

に
た
い
」
と
言
う
彼
女
と
心
中
を
図
る
。

し
か
し
、
毒
の
入
っ
た
抹
茶
を
先
に
飲

ん
だ
彼
女
は
死
ぬ
が
、
利
休
は
死
ね
な

か
っ
た
。
当
時
の
そ
の
出
来
事
を
利
休

は
一
生
心
に
刻
ん
で
生
き
る
。
彼
女
か

ら
も
ら
っ
た
香
合
は
命
を
引
換
え
に
し

て
も
誰
に
も
渡
さ
ず
、
彼
女
を
想
い
続

け
た
。
永
遠
に
心
に
残
る
美
し
い
も
の

と
し
て
…
…
。 

　
最
後
ま
で
美
を
追
求
し
、
美
を
愛
し

続
け
た
利
休
に
私
は
尋
ね
た
い
。
た
っ

た
一
日
し
か
咲
か
な
い
ム
ク
ゲ
の
花
は

一
瞬
だ
か
ら
美
し
い
。
彼
女
は
死
ん
だ

か
ら
こ
そ
永
遠
に
美
し
い
の
で
あ
っ
て
、

彼
女
が
死
な
ず
に
利
休
と
結
ば
れ
結
婚

で
も
し
て
い
た
ら
、
美
し
い
ま
ま
に
心

に
残
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
。
ど
ん
な
に
美
し
い
女
性
も
、
長

年
一
緒
に
い
れ
ば
醜
さ
も
業
も
欲
も
全

て
が
見
え
出
す
。
つ
ま
り
、
美
し
い
も

の
で
な
く
な
る
の
だ
。
そ
の
時
も
同
じ

よ
う
に
愛
し
た
だ
ろ
う
か
。
茶
道
が
生

ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
見
た
目
だ
け
の

美
は
悲
し
い
…
ど
こ
か
で
そ
う
感
じ
る

私
は
年
を
重
ね
て
純
粋
さ
を
無
く
し
た

の
か
。
本
当
に
美
し
い
も
の
は
、
そ
う

し
た
長
い
年
月
の
日
常
に
あ
る
よ
う
な

気
が
す
る
の
だ
。 

森
　
志
穂 

八女市吉田 

津村　信枝 

楽
し
い
絵
手
紙 

前期　2月25日～4月6日 

後期　4月8日～5月18日 

会場　九州国立博物館 

九博がこれまでに収集し

てきた江戸時代の絵画を

一挙ご紹介する展覧会で

す。近年発見され、高い

評価を集める「南蛮屏風」

や「群童遊戯図屏風」な

ど、九博の「顔」である

名品の数々を、心ゆくまでお楽しみください。 

観覧料　420円※４月１日より430円に改定予定　大学生130円 

高校生以下、18歳未満および満70歳以上は無料 

館蔵近世絵画名品展 

百花図屏風（右隻）山本宗川筆 
江戸時代・18世紀 
展示期間：前期（2/25～4/6） 
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会　期　3月29日～5月18日 

会　場　福岡アジア美術館 

主　催　九州朝日放送・朝日新聞社 

入場料　大人（一般・高大生） 

　　　　　1200円（1000円） 

　　　　こども（4歳～小中生） 

　　　　　600円（500円） 

　　　　親子ペア 

　　　　　1700円（1400円） 

　　　　　（　）内は前売り 

お問い合せ先 

　藤子・Ｆ・不二雄展 

　　福岡会場事務局 

　1092-291-6792

　春の七草の一つ、オギョウ

（御形）はハハコグサのこと。

花をつけない若い葉を食用と

し、七草がゆの具にします。 

　矢部村では茶畑など、日当

たりのよい畑や道ばたに普通

に見かける２年草（越年草）。

全体に細かな綿毛でおおわれ

ているため白っぽく見える。

開花は４～６月。 

　この草の開花期に全草を採

取し、天日でよく乾燥させた

ものを生薬の鼠麹草（そきく

そう）といい、咳止めの効能

があるとされている。  

（黒木町）松尾　重根 

立花町山崎 

平　　渓子 

gallery街かど 

初
め
て
水
墨

画
に
出
会
っ

た
の
は
八
女

市
祈
祷
院
の

郵
便
局
で
し

た
。
み
ご
と

に
描
い
て
あ

り
ま
し
た
。
私
も
い
つ
か
あ
ん
な
風
に
描
い

て
見
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
あ
る
日
公
民
館

講
座
で
水
墨
画
教
室
が
あ
る
事
を
知
り
さ
っ

そ
く
入
会
し
ま
し
た
。
中
島
美
代
子
先
生
に

御
指
導
頂
く
様
に
な
り
、
墨
一
色
で
、
ぼ
か

し
や
、
濃
淡
で
描
く
む
ず
か
し
さ
に
苦
労
し

て
い
ま
す
。
月
に
二
回
の
教
室
で
、
先
生
か

ら
手
本
を
も
ら
っ
て
自
分
な
り
に
描
い
た
絵

を
指
導
し
て
頂
く
事
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
上
達
は
出
来
ま
せ
ん
が
教
室
の
仲

間
、
先
生
に
応
援
し
て
頂
き
頑
張
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

                 

　
裾
野
に
も
、
景
気
回
復
の
温
か

い
春
風
が
、
吹
い
て
い
る
だ
ろ
う

か
と
、
一
年
ぶ
り
に
頭
を
も
た
げ

た
土
筆
ん
坊
。 

　
回
復
の
春
風
が
、
増
税
に
よ
る

寒
の
も
ど
り
と
な
ら
な
い
か
と
、

頭
を
か
し
げ
て
い
る
。 

八
女
川
柳
会
　
安
達
　
昇 

今
月
の
川
柳 

ハハコグサ（母子草）[キク科]

矢部川源流・杣の里の四季  29

ふ
る
さ
と
の
伝
統
行
事
③ 

弘
法
さ
ん
参
り(

千
人
参
り) 

　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
保
　
画 

め
え 

生誕80周年記念 
　藤子・Ｆ・不二雄展 

活 力 朝 礼 

　
皆
さ
ん
一
度
は
こ
の
お
店

名
代
の
手
羽
先
を
食
べ
た
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
八
女
・
筑
後
エ
リ

ア
で
飲
食
店
を
展
開
す
る
「
ひ

ょ
っ
と
こ
」
さ
ん
の
朝
礼
は

お
昼
の
12
時
か
ら
は
じ
ま
り

ま
す
。
各
店
の
ス
タ
ッ
フ
全

員
が
八
女
本
店
に
集
ま
り
ま

す
。
お
互
い
の
顔
が
見
え
る

よ
う
に
円
形
で
の
活
力
朝
礼

で
す
。
朝
礼
を
始
め
て
か
ら

「
み
ん
な
以
前
よ
り
も
時
間

の
意
識
が
高
ま
り
、
行
動
に

も
メ
リ
ハ
リ
が
つ
い
て
き
ま

し
た
」
と
八
女
本
店
の
永
田

店
長
は
そ
の
効
果
を
語
ら
れ

ま
し
た
。
挨
拶
の
実
習
、
「
職

場
の
教
養
」
の
輪
読
か
ら
感

想
発
表
、
連
絡
事
項
の
伝
達

が
終
る
と
、
み
な
さ
ん
い
っ

せ
い
に
各
店
へ
飛
び
出
し
て

い
か
れ
ま
し
た
。
元
気
で
明

る
い
お
店
の
雰
囲
気
の
秘
密

は
、
こ
の
朝
礼
に
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

  

有
限
会
社 

ひ
ょ
っ
と
こ 

　
八
女
市
本
町
１
―
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４
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Ｔ
Ｅ
Ｌ
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９
４
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活
力
朝
礼
を
取
り
入
れ
た
い

方
は
、
筑
後
倫
理
法
人
会
　

事
務
局
０
９
４
２
―

４
２
―

２
８
１
５
迄 

 

　
彼
　
岸 

 

　
彼
岸
と
言
え
ば
、
彼
岸

詣
り
、
彼
岸
籠
り
、
彼
岸

花
、
千
人
参
り
を
思
い
出

し
ま
す
。
「
彼
岸
」
は
「
此

岸
」
の
対
句
で
、
煩
脳
を

解
脱
し
て
達
す
る
境
地
、

悟
り
の
世
界
を
言
い
ま
す
。

醜
い
現
世
に
対
す
る
極
楽

浄
土
の
世
界
と
言
っ
た
と

こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。 

　
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま

で
」
の
譬
え
、
文
字
通
り

春
の
彼
岸
は
う
ら
ら
な
春

光
、
鳥
鳴
き
花
笑
う
の
好

季
の
出
発
な
の
で
す
。
こ
れ
に
比
べ

て
秋
の
彼
岸
は
凋
落
と
厳
冬
へ
の
暗

示
で
、
「
冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か
ら

じ
」
で
、
人
々
は
春
の
彼
岸
を
待
ち

わ
び
て
い
ま
し
た
。 

　
今
で
こ
そ
彼
岸
の
中
日
は
国
民
の

祝
日
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
が
、

祭
事
に
参
加
す
る
者
は
殆
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
老
人
達
は
早
朝
か
ら
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
に
現
を
抜
か
し
、
留
守
番

の
婆
さ
ん
は
茶
の
間
で
茶
を
啜
り
乍

ら
、
嫁
姑
葛
藤
の
テ
レ
ビ
に
一
喜
一

憂
で
す
。 

　
嘗
て
は
中
日
に
は
老
若
男
女
打
ち

連
れ
て
、
饌
米
袋
を
肩
に
、
杖
を
つ

い
て
札
所
巡
り
に
出
て
い
ま
し
た
。

脚
力
の
衰
え
た
人
は
、
代
わ
り
に
菩

提
寺
に
詣
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
耳

の
遠
い
老
人
は
効
き
耳
に
手
を
当
て

が
っ
て
説
教
に
聞
き
入
っ
た
も
の
で

す
。 

　
「
ア
タ
イ
ダ
ン
　
中
日
チ
ャ
　
オ

寺
メ
ー
リ
ガ
シ
ゴ
ツ
ジ
ャ
ッ
タ
ガ
…

…
…
」
「
オ
鉢
袋
ニ
米
ド
ン
容
レ
テ

ナ
イ
」
「
ソ
ー
ソ
。
オ
寺
デ
昼
飯
ド

ン
ヨ
バ
レ
テ
ナ
イ
」
「
ソ
ー
。
オ
寺

ノ
昼
飯
ャ
　
オ
ト
キ
チ
ョ
ー
ッ
タ
タ

イ
。
生
臭
ケ
ク
サ
入
ッ
ト
ラ
ン
バ
ッ

テ
　
ト
テ
モ
ウ
マ
カ
ッ
タ
ナ
ヤ
」 

　
衆
生
の
願
望
は
「
現
世
安
隠
、
後

世
善
処
」
と
、
昔
も
今
も
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

　
郷
田
敏
男
著 

　
　
「
八
女
の
方
言
歳
時
記
」
よ
り

　 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 

４ 2014年3月1日 

　アピオス（アメリカホドイモ）は、北米原産のマメ科植物で、明治時代に我が国に

入ったと言われています。地下部に数珠状にできたイモ（塊根）を加熱するとサトイ

モと栗の中間的な食味で、美味しくて栄養価が高いだけでなく、カルシュウムや鉄分

も豊富に含んでいます。アピオスの栽培では、種芋の発芽が遅いので、直接畑に植え

付けるのではなく、３月に約９㎝のポリ鉢に10～15ｇの種芋１個を植えて育苗し、４

月下旬～５月上旬に発芽した苗を、高さ約15㎝で幅が約1.2ｍの畝に20㎝前後の株間で

植え付けるのを薦めます。さらに、アピオスは初期の生育が遅くて雑草に負けやすい

ので、黒マルチをしておくのが良いでしょう。元々が野生のマメ科植物ですので、畑

は選ばず、肥料も多く要りませんが、肥効の長い有機質または緩効性肥料を基肥とし

て窒素、リン酸、カリを10ａ当たり10㎏程度施用します。蔓性ですので、高さ２ｍ程

の支柱をたて、キュウリネット等に誘引しましょう。病害や虫害の発生は殆どなく、

無農薬栽培も可能です。７月に入ると薄いチョコレートから藤色の花が多数咲き、芳

香を発します。この花を摘み採り、乾燥させてお茶としても利用できます。なお、花

は咲いても実は着きません。 

　イモの収穫は、地上部が枯れ上がった12月から翌春３月まで可能ですが、アピオス

のイモは耐寒・耐凍性が非常に強く、翌春まで土中にそのままにしておいて、必要分

　　　　　　　 を掘り採るのも良いでしょう。アピオスは「花を見て良し、嗅いで良し、

　　　　　　　飲んで良し。イモを食べて良し」の三得から四得の珍野菜と言えまし

　　　　　　　ょう。 

福岡県農業大学校非常勤講師　林　三徳 

　本格的な春の訪れに合わせて、生活空間も新たにとお考えの方や、家具にこだわる方々へ知っ

て得する「情報」です。今回紹介するのは、産地大川でも老舗の㈱松田家具さん。 

家具職人の「匠の技」が目を引く高級家具から、テン

ト販売の掘り出し物まで魅力の品が豊富に揃っています。

会場は古賀政男記念館のお隣り、お出かけに最適の季

節到来。自分好みの家具を見つける小さな旅を楽しん

ではいかがでしょう…。開催期間3月21日（金）～23

日（日）の三日間。本紙持参の方にはもれなく粗品プ

レゼントがありますよ！ 

お問い合わせは…㈱松田家具 

　　　　　　　　ショールーム担当 石橋典之 

大川市大字三丸839-3　ＴＥＬ0944-87-2292

　いま中学校では
物を描くことがほと

んど無い。そんな美

術教育に危機感をも

っている保護者が沢

山おられる。矢野さんは小さい頃から指導している。お

っとりした中学生である。それだけに描きあげるのに時

間がかかる。結構なことではないか。「時は金なり」の

考えかたは美術教育には通用しない。坂本繁二郎先生に

は四十年かかった傑作が数点ある。矢野さんもこ

の絵で完成する喜びを知ったはず。作製に蝋を使い、

仕上げには八時間ほどかかった。展覧会では群を

ぬいていた。時をいそぐとマセた子になる。この

絵の作者にはそれがない。 

　情緒を身につけた新高校生矢野さんに期待して

いる。　　　　　　　杉山絵の教室　杉山　亞土 

添乗員の耳より情報　第10回 

　今回ご紹介す

るのは3月2日か

ら開催の「花の王

国　チューリッ

プ祭り」。　スペ

シャルウィーク（

3/21金～4/6日）

は、まさに街中が

チューリップに

彩られます。 

　チューリップ

で描かれた巨大な花模様、チューリップに囲まれたオープン

カフェ、美しくライトアップされたナイトチューリップ・・・。

ただ単に、チューリップを見るのではなく、この街だからこそ

体験できる「春」を体感して下さい。 

　また、４月６日までは光の王国を開催しており、昼はチュー

リップ、夜は世界最大級のイルミネーションの美しい輝きを

ご堪能して頂けるのはこのシーズンだけの特権です。さあ、あ

なたはいつ訪れますか？ 

当店では、日帰りバスツアーをはじめ、各ホテル宿泊プランも

そろえておりますのでお気軽にお尋ねください。　 

　筑後旅行センター　Tel：0942-52-4911　鶴田 

社会人講師を招いてケーキ作り講習会　　　　　　　　八女農業高等学校 
　本校生活科学科３年「フードデザイン」選択者１７人は、牛嶋頼利子氏（八女市

津江）を講師に迎え、お菓子作り講習会を行いました。  

　今回は、欧米家庭の一般的なクリスマスケーキ「ブッシュドノエル（薪のケーキ）」

に挑戦、スポンジケーキの焼き方の基礎とバタークリームをイタリアンメレンゲか

ら作り上げ、デコレーションを学習しました。実演の際には、先生の手際の良さ、

さらに分かりやすい説明を、自分も上手にできるだろうかと聞いていました。今回

は薪の形のケーキと決まっていましたが、一人一人個性的な作品が完成しました。 

（生徒の感想紹介） 
● 私は将来パティシエになることが夢なので、先生のようにたくさんの種類のケー

キを作れるようになりたいと思っています。間もなく卒業ですが先生に教えて頂い

たことを活かして、ケーキ作りの達人になり、たくさんの人を幸せにしたいと思っ

ています。（羽犬塚中出身　 諏訪 文香） 
● 先生のわかりやすい指導のおかげで、ブッシュドノエルを作ることができました。

生地を巻いたり、切り株に見えるように

切ったりするのがとても難しかったです。

バタークリームは先生が作られたように、

なめらかにならなかったのが残念でした。

（福島中出身   柳 モモ） 
  

３月の八女農みらい館の開館日 

　４日（火）、７日（金）、14日（金）、18日（火）、

25日（火）　28日（金） 

毎週火曜日と金曜日の２回定期的に販売

しており、販売時間は、10時30分～12時

30分です。 

　「三徳の家庭菜園」  ⑳ 
【アピオス】～美味しいイモを数珠状に着けるマメ科野菜～ 

立花町下辺春国道3号線沿 
TEL 0943-37-1711

３月の道の駅たちばな 

大川木工祭り開催 
 

３
月
１
日
・
２
日
　
海
山
交
流「
平
戸
瀬
戸
市
場
」 

　
　
　
水
産
加
工
品
の
対
面
販
売 

３
月
９
日
・
19
日
・
29
日
は「
お
肉
の
日
」 

　
　
　
地
元
立
花
精
肉
さ
ん
の
お
肉
を
販
売
し
ま
す
。 

４
月
３
日
迄
　「
お
ひ
な
ま
つ
り
フ
ェ
ア
ー
」 

　
　
　
店
内
に
手
作
り
の
さ
げ
も
ん
・
お
ひ
な
さ
ん
飾
り 

　
　
　
を
展
示
販
売
し
て
お
り
ま
す
。 

３
月
12
日
　「
店
休
日
」 

収穫時のアピオス芋（塊根）。この１つを種芋とする。 薄いチョコレート～藤色のアピオスの花（７月上旬） 

八女市立南中学校三年 

矢野　仁千 

筑南ジュニア美術展 
理事長賞 

「花」 実　習　風　景 


